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不登校児童生徒数の実態

■小学生は13万7千人超，中学生は21万6千人超

■小学校では、3年間で2倍以上の不登校児童

■小学生は約44人に1人、中学生は約15人に1人が不登校

■小学校では、3クラスに約2人の不登校児童

■中学校では、１クラスに約2人の不登校生徒

区分（年度） 不登校児童数（前年度比）

2024年度 137,704人(+6p)

2023年度 130,370人(+24p)

2022年度 105,113人(+29p)

2021年度 81,498人(+29p)

区分（年度） 不登校生徒数（前年度比）

2024年度 216,266人(+0p)

2023年度 216,112人(+11p)

2022年度 193,936人(+19p)

2021年度 163,442人(+23p)

【小学校】 【中学校】

（令和6年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査」）文部科学省初等中等教育局児童生徒課（令和7年10月）

在籍児童数 5,994,493人(-10万6千人） 在籍生徒数 3,186,476人(-3万5千人）



日本教育新聞 2016年10月3日

不登校・全国学校一斉休校に伴う
動画教材の蓄積と公開

京都新聞 2020年4月11日 読売新聞 2020年5月10日



一番嫌いな教科

学研教育総合研究所「白書シリーズWeb版 小学生白書・中学生白書」2024年11月
https://www.gakken.co.jp/kyouikusouken/whitepaper/index.html

調査内容 小学生・中学生・高校生の日常生活に関する調査
調査手法 インターネット調査
調査期間 2024年11月6日(水)～11月14日(木)の9日間
調査対象者 小学1年生から高校3年生までの12学年分

(男子100名,女子100名,計200名) N=2,400
調査項目 一番嫌いな教科は何ですか
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通級指導児童生徒数（R4） 198,300人
特別支援学級児童生徒数（R6） 394,800人
特別支援学校（R6） 155,100人
合計 748,200人
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ICTによる不登校
の子どもへの
学習支援

これまでのICT

による学習支援

これからのICTによる学習支援

ICTによる院内
学級への
学習支援

ICTによる外国人の
子どもへの学習支援

ICTによる特別な支

援の必要な子ども
への学習支援

ICTによる学校内
での教育支援



Ⅲ オンデマンド配信

（例）動画教材の配信、知識・技
能習得学習支援、予習・復
習・繰り返し学習支援

Ⅳ アバター支援

（例）個別最適化された学習支
援、学習伴走型の対話によ
る学習支援

同期

Ⅰ テレビ会議

（例）オンライン上での授業配信、
不登校の子どもの授業参
加、他校との交流学習

Ⅱ 個別対応支援

（例）外国人の子どもの母語での学
習支援、聴覚・視覚に障がい
のある子どもの個別学習支援

一斉

個別

非同期

オンラインでの学習支援方法



Ⅲ オンデマンド配信

（例）学習動画の教材配信、単純
学習ドリル、生成AIと連携し
た個別最適化学習支援

Ⅳ アバター支援

（例）個別の困りごとの学習支援、
家庭教師的学習伴走、英
会話等ロールプレイング

同期

Ⅰ テレビ会議

（例）オンライン上での授業配信、
探究活動、相互鑑賞・批評、
創造的な活動

Ⅱ 個別対応支援

（例）外国人の子ども／聴覚・視覚
に障がいのある子どもの支援、
不登校の子どもの支援

一斉

個別

非同期
Ⅲ オンデマンド配信

・日本語版，ポルトガル語，中国語，韓国語，英語，ベトナム語、フィリピン語、ウクラ

イナ語版（小学校～高等学校）算数・数学コンテンツ：約3,300本

・小学校算数版「黒田先生と一緒に学ぼう」：約1,200本



《ルール》 10-9=1
1+1=2

①ひっ算は、くらいをそろえる

②線は、ものさしで引く

③一のくらいから計算
十のくらいから1くり下げる

④十のくらいの計算
百のくらいから1くり下げる

⑤百のくらいの計算

⑥こたえを書く
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日本語版コンテンツ（小～高校約800本）

◼ 画面の左側は、常に

ルールや手順を示し

て、どのような展開

になっているかを示

している

◼ アニメーション機能

は最小限にして、重

なりも極力行わない

◼ 個性が無いのが最

大の個性



黒田先生と一緒に学ぶ算数
（コロナ禍よりスタート）

■ １本の動画時間を１５分以内

■ 隣に座って教えてくれる家庭教師

■ 家庭のものを最大限活用

■ 成果をノートにまとめる

■１～６年生までの算数動画 約1,200本



６年生 資料の調べ方



ショート動画

構成は１分
程度

板書のように
内容を残す
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１）日本全国で様々な支援の必要な子どもは増加
しており，テーラー・メイドな算数・数学教
育の需要は増している

２）ＩＣＴや生成ＡＩの教育利用は，これらの問
題解決に貢献する可能性があり，今後も積極
的に模索していく必要がある

３）ショート動画は，子どもの集中力の持続と，
知識理解や技能習得において効果がある

ま と め



ICT活用による不登校支援のタイプ

１．メンタル支援型

〇不登校児童生徒の「メンタ
ル支援」を目的として、ア
バターが相談相手となって
メンタルの改善に努める。

効果：子どもの本音トークが
可能

リスク：アバターが誤った方
向への誘いを行う可能性

事例：株式会社ZIAI
児童生徒が、いつでもどこ

でも悩みを吐露できる環境を
整え、問題の早期発見・教員
連携により重症化予防を実現
します。

２．出席支援型

〇不登校児童生徒の「出席支
援」を目的として、リアル
タイムオンラインの環境を
構築し、出席へと誘う。

効果：学校での出席扱いが可
能となり、進路につながる

リスク：定刻に参加可能な、
限られた児童生徒が対象

事例：oVice株式会社
メタバース空間内に設定時

間に入室し、オンラインで
様々な学習活動を、個別や集
団で行います。時には対面の
学習活動もあります。

３．学習支援型

〇不登校児童生徒の「学習支
援」を目的として、アバ
ターが伴走者となって学習
を進展させる。

効果：個々の学力実態に応じ
た学習支援が可能

リスク：学習に向かわせる誘
いが困難

事例：株式会社リクルート
児童生徒が、いつでもどこ

でもどの段階からでも、各教
科の学習ができる環境を整
え、個別最適化された学習支
援を実現します。



１．メンタル支援型：ZIAI（慈愛）



２．出席支援型：ひろびろチョイス



３．学習支援型：スタディサプリ


